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■ 希望郷いわて国体トピックス

希望郷いわて国体 閉幕!!
和歌山県選手団１００８．５点・第２０位

入賞おめでとうございます!!

●陸上競技

成年女子 やり投 助永 仁美 （株式会社オークワ） ７位（２点）

少年女子 やり投 長 麻尋 （和歌山北高校２年） ２位（７点）

●レスリング競技

成年男子 グレコローマンスタイル８５ｋｇ級 阪部 創 （自衛隊体育学校 ２位（７点）

グレコローマンスタイル９８ｋｇ級 加賀谷 庸一朗 （和歌山県教育庁） ５位（２．５点）

グレコローマンスタイル１３０ｋｇ級 谷田 昇大 （和歌山県教育庁） ５位（２．５点）

少年男子 グレコローマンスタイル５５ｋｇ級 岡本 隼人 （和歌山北高校３年） ５位（２．５点）

グレコローマンスタイル６０ｋｇ級 長澤 勇人 （和歌山北高校３年） ５位（２．５点）

グレコローマンスタイル８４ｋｇ級 辻 大成 （和歌山北高校３年） ５位（２．５点）

●カヌー競技

成年男子 カヌースプリントカナディアンシングル２００ｍ

阪本 直也 （神島高校（教）） １位（８点）

カヌースプリントカヤックシングル２００ｍ

宮田 悠佑 （和歌山県教育センター学びの丘） ５位（４点）

●ボクシング競技

成年男子 フライ級 林田 翔太（和歌山県庁） １位（８点）

●ボウリング競技

成年女子 団体戦（４人チーム戦）

川口 茉紀 （レンタルハウス株式会社）、川口 紗希 （レンタルハウス株式会社）

山本 菜由 （和歌山大学２年）、根深 澪 （和歌山県庁） ３位（１８点）

少年女子 団体戦

伊勢川 華愛 （和歌山北高校１年）、赤田 稀歌 （新翔高校２年） ５位（１２点）

●剣道競技

成年男子 夏目 康弘 （熊野高校（教））、田中 紀行 （日高高校（教））

小川 泰伸 （和歌山市立日進中学校（教））、笠原 周 （和歌山県警察）

小倉 健志 （和歌山県警察） ４位（２５点）

●山岳競技

成年男子 ボルダリング競技 小畑 佳功 （新日鐵住金株式会社和歌山製鐵所）

追田 樹波 （MAMMUT STORE OUTLETりんくう店） ７位（６点）

●クレー射撃競技

スキート 宮本 昌幸 （斗里屋）、玉井 峻介 （和歌山ビッグホエール）

鈴木 亮 （和歌山市立三田小学校（教）） ７位（６点）



○齋藤正樹監督（ボクシング競技：成年男子）

今回の岩手国体での選手の活躍は、昨年の和歌山国体での経験が選手一人一人の自信に繋

がっているからだと思います。選手たちが上位入賞を目標に、日々の練習に励んだ結果だと思いま

す。

○林田翔太選手（ボクシング競技：成年男子）

昨年の和歌山国体に続き、優勝することができました。このような結果が残せたのも、全力でサ

ポート・応援してくださった皆様のおかげです。和歌山県の団結と絆を感じることができました。

○田尻真也選手（ボクシング競技：成年男子）

周りの皆さんのサポートのもと、大会に出場させていただき、このような結果を残せたことに感謝し

ています。今後も和歌山県のスポーツの発展に貢献したいと思います。

○南出仁選手（ボクシング競技：成年男子）

悔しい結果になりましたが、成長を実感できましたし、課題も明確になったので、来年の国体に向

けてまた頑張りたいと思います。

○谷地利和監督（カヌー競技：スプリント）

宮田選手については５００ｍに続き、２００ｍでも手堅く入賞することができて良かったです。阪本

選手は今年度から教員として指導者という立場にもなり、自身のアスリートとしての活動だけに集中

できる環境ではなかったが、目標と集中力を切らさず頑張ってきたことが報われて良かったです。強

くなるためには、環境だけではなく、自分自身の取り組む姿勢が大切だということを若い選手たちや

彼の教え子にこの結果で身をもって示してくれたと思います。

○阪本直也選手（カヌー競技：成年男子）

５００ｍに引き続き応援ありがとうございました。２００ｍでは何とか優勝することができて嬉しく

思っています。ただ、今回一緒に出場した少年の選手を１人も入賞させることができなかったので、

不甲斐なく思っています。選手としてもそうですが、指導者としてももっと上を目指していきたいと

思っています。今後もどうか応援のほどよろしくお願いします。

○宮田悠佑選手（カヌー競技：成年男子）

２００ｍでは自分の実力を出すことができ、５００ｍより順位を一つ上げることができました。来年に

向けて、今年のオフシーズンもしっかり練習したいと思います。

○助永仁美選手（陸上競技：成年女子）

不甲斐ない結果になってしまいましたが、来年に向けてまた練習を頑張ります。

○長麻尋選手（陸上競技：少年女子）

悪天候の中、前半は投擲がまとまらず難しい試合展開でした。インターハイと２冠は成し遂げられ

ませんでしたが、今の力は発揮できたと思います。来年に向けて課題が明確になりました。また地

道に頑張ります。

○阪部創選手（レスリング競技：成年男子）

予選から厳しい試合が続き、決勝まで進出したものの、あと一歩及ばなかったのが悔しいです。さ

らに練習に励み、来年の愛媛国体では優勝できるように頑張ります。

○加賀谷庸一朗選手（レスリング競技：成年男子）

個人としてはあまり納得のいかない結果でしたが、５位入賞で少しは和歌山県に貢献できたかな

と思います。

○谷田昇大選手（レスリング競技：成年男子）

練習量がほかの選手より目に見えて足りなかったです。今後はいかに自分の練習時間を確保し

ていけるかが課題だと思います。５位は現状でのベストを尽くした結果だと思います。

○岡本隼人選手（レスリング競技：少年男子）

この国体が高校最後の試合だったので、絶対結果を残すという気持ちで臨みました。初戦で一階

級下の全国チャンピオンと戦い、絶対勝つんだという気持ちをマットの上で出し切ることが入賞に繋

がったと思います。この岩手国体での経験を活かし、大学でも頑張ります。

○長澤勇人選手（レスリング競技：少年男子）

今回の岩手国体に向けて優勝を目標に練習を積み重ねてきました。試合で練習の成果を発揮す

る難しさを感じつつ、５位入賞することができました。この悔しさを活かし、今後はさらにいい結果を

出せるように頑張ります。

○辻大成選手（レスリング競技：少年男子）

和歌山国体では１回戦負けという不甲斐ない結果でしたが、今回の岩手国体では自分の出せる

力をすべて出し切ろうと頑張りました。結果は５位入賞に終わりましたが、大学に進学後も国体メン

バーに選抜されるよう、厳しい練習を行い優勝します。
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選手・監督からのコメント



○仲岡伸哲監督（ボウリング競技：成年女子）

難しいレーンコンディショニングの中、選手たちは互いにカバーしながらよく頑張ってくれました。

来年はさらに上位を目指して頑張ります。

○山﨑俊承監督（ボウリング競技：少年女子）

強化してきた結果、成績を残せてよかったです。ただ、もっと上位に入賞できる力があったので

残念な思いもありますが、その分来年の愛媛国体では上位入賞できるように頑張ります。

○和田翔吾選手（ボウリング競技：成年男子）

成年男子個人戦で４位に入賞することができましたが、目標は優勝でしたし、団体戦では入賞

できなかったので悔しい気持ちです。来年の愛媛国体では天皇杯を獲って、リベンジしたいと思

います。

○川口茉紀・川口紗希・山本菜由・根深澪（ボウリング競技：成年女子）

昨年は、４人チーム戦で得点を取れなくて悔しい思いをしましたが、今年は３位と成績が残せて

嬉しいです。ただ２人チーム戦では得点が取れなかったので、来年は両種目で得点を獲得でき

るよう頑張ります。今後はボウリング競技が和歌山県のお家芸競技になるよう一層努力していき

ます。

○伊勢川華愛選手（ボウリング競技：少年女子）

今大会はあまり調子が良くなかったですが、赤田選手がカバーしてくれたおかげで５位入賞で

きました。もっと練習して来年はさらに良い成績を残せるように頑張ります。

○赤田稀歌選手（ボウリング競技：少年女子）

２人力を合わせた結果、入賞できて嬉しいです。来年はもっと上を目指して頑張っていきます。

○夏目康弘監督兼選手（剣道競技；成年男子）

どこも強い相手なので、一戦一戦、力を合わせて思いきり戦いました。皆で戦えたのが良かっ

たです。和歌山国体でのいい流れが今回にも繋がりました。

○田中紀行選手（剣道競技：成年男子）

今回の成績は、昨年の強化の賜物です。チームワークが良く一丸となって戦えたのが良かった

です。

○宮本昌幸選手（クレー射撃競技：スキート）

今回入賞できたのは、チームワークの良さと、初挑戦の鈴木選手がよく集中して頑張ってくれ

たことやトレーナーの力も大きかったです。来年は５位以上を目指して頑張ります。

○林靖之監督（山岳競技；成年男子）

選手の頑張りで岩手国体に出場でき、さらに７位入賞してくれて本当に感謝しています。また来

年、再来年も頑張ってほしいと思います。

○小畑佳功選手（山岳競技：成年男子）

少しミスがあったので、それだけ悔やまれますが、和歌山国体に続き７位入賞できて素直に嬉

しいです。来年も選手に選ばれればもっと上の順位を目指したいです。

○追田樹波選手（山岳競技：成年男子）

国体出場２回目で初めて決勝に残り、７位入賞できて嬉しいです。ただ、課題もあり、自分の力

を出し切ることができなかったので、もっと経験を積んで上を目指したいです。
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選手・監督からのコメント



第７１回国民体育大会（２０１６希望郷いわて国体）

和歌山県選手団 志場総監督 談話

「２０１６希望郷いわて国体」が冬季大会（スケート競技：１月２７日～３１

日、スキー競技：２月２０日～２３日）、会期前競技（水泳競技：９月４日～１

１日）に引き続き、１０月１日から１０月１１日までの計１１日間にわたり本大

会が開催され、本県選手団は、各競技において大いに健闘しました。

今大会は、男女総合成績１０位台を目標にしていました。結果は、１００

８．５点（競技得点６０８．５点＋参加点４００点）・第２０位（女子総合成績

は、５４４点・第２９位）となりました。

獲得した競技得点の割合につきましては、個人競技が１５競技２７４点（４

５％）、対人競技が１０競技３０７点（５０％）、集団競技が２競技２７．５点

（５％）となり、種別比較では、成年種別３３種別４０９点（６７％）、少年種別

１６種別１８１．５点（３０％）、共通種別１種別１８点（３％）となりました。男

女別得点では、男子が３９４．５点（６５％）、女子が２１４点（３５％）となって

います。

昨年は近畿ブロック大会がありませんでしたが、近畿ブロック大会が行

われた２０１３年東京国体（競技得点５９９．５点）、２０１４年長崎国体（競

技得点６６３点）と同等の競技得点を獲得しました。その主な理由としまし

ては、テニス競技成年男子、フェンシング競技少年女子で３連覇、なぎなた

競技成年女子試合競技で２連覇するなど実力を十分に発揮した競技が

あったことなどが挙げられます。

今回活躍した主な競技としましては、フェンシング競技で少年女子１位、

成年女子２位、成年男子、少年男子で３位入賞するなど８１点、ソフトテニ

ス競技は成年男子が３位入賞するなど５０点、なぎなた競技は成年女子が

試合競技１位入賞するなど４８点、ボウリング競技は少年男子が個人戦２

位、成年女子が団体戦（４人チーム）３位入賞するなど４２点、セーリング

競技は成年女子がレーザーラジアル級１位、少年女子がレーザーラジア

ル級２位、成年男子が４７０級および国体ウインドサーフィン級３位入賞す

るなど４０点を獲得し、総合成績に大きく貢献されました。

今回の岩手国体では、各種全国大会等で実績を挙げながら国体独特の

雰囲気に圧倒されて本来の力を発揮できなかった競技や惜しくも近畿ブ

ロック大会で敗退するなど課題が残った競技もみられました。県体育協会

としましては、国民体育大会において当面１０位台（その後も２０位台を維

持）を目指すには、岩手国体において明確になった課題を県競技力向上

対策会議及び各競技団体と連携して解決し、国体選手のサポートをより一

層推進してまいります。
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